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【 写真 】伊万里梅園 藤ノ尾 より伊万里富士を望む（２月 10 日撮影）

特　集

移住・定住促進中！



：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

C O N T E N T S

広報伊万里
No.781  ３

2019（平成 31 年）

今月の表紙
八分咲きの梅の花。無
数の花びらやつぼみの
先には、伊万里富士の
名で親しまれる腰岳が
堂々とした山容を見せ
ています。木須町にあ
る伊万里梅園 藤ノ尾 
から撮影した、春の訪
れを感じさせる伊万里
の風景です。【24 ペー
ジに関連記事を掲載】

↑佐世保市で行われた協約締結式の様子（１月 12 日）

11 市町で連携中枢都市圏を形成

『あなたが かえるまち 西九州』

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
枠
組
み
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
相
互
に
強
み
を
伸
ば
し
、
弱

み
を
補
い
な
が
ら
圏
域
全
体
を
活
性

化
し
て
い
く
た
め
、
広
域
連
携
に
よ

る
周
遊
観
光
の
推
進
や
、
大
学
な

ど
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け

た
研
究
の
推
進
な
ど
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
的
な
提
供
が
困
難
に
な
る
と
い

う
課
題
に
直
面
す
る
地
方
自
治

体
。
行
政
区
域
の
枠
を
超
え
、
自

治
体
同
士
が
連
携
し
て
効
率
よ
く

地
域
の
社
会
・
経
済
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
佐
世
保
市
を
中
心
市
と
し
て
、

本
市
を
含
む
11
の
自
治
体
が
、
県

境
を
越
え
て
『
西
九
州
さ
せ
ぼ
広

域
都
市
圏
（
連
携
中
枢
都
市
圏
）』

を
形
成
し
ま
し
た
。
構
成
市
町
は
、

長
崎
県
の
佐
世
保
市
、
平
戸
市
、

松
浦
市
、
西
海
市
、
東
彼
杵
町
、

川
棚
町
、
波
佐
見
町
、
小
値
賀
町
、

新
上
五
島
町
と
、
佐
賀
県
の
伊
万

里
市
、
有
田
町
で
す
。

　
こ
の
『
連
携
中
枢
都
市
圏
』
は
、

社
会
的
、
経
済
的
に
関
係
性
の
あ

る
近
隣
の
市
町
と
連
携
し
て
一
体

的
か
つ
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
圏
域
内
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

都
市
機
能
な
ど
を
効
率
的
に
活
用

し
な
が
ら
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

  2 トピックス
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特　集

移住・定住促進中！

　
市
で
は
、
平
成
27
年
に
策
定

し
た
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
移
住
・
定
住

促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
人
口
減
少
が
著
し

い
20
代
か
ら
30
代
の
若
者
や
子

育
て
世
代
、
市
内
へ
通
勤
す
る

市
外
居
住
者
を
対
象
と
し
て
、

関
東
や
関
西
の
大
都
市
圏
を
は

じ
め
福
岡
県
、
市
近
郊
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
進
学
や
就
職

で
新
た
な
旅
立
ち
の
時
期
を
迎

え
ま
す
。
市
外
へ
転
出
す
る
人

は
、
ふ
る
さ
と
伊
万
里
の
こ
と

を
時
に
は
思
い
出
し
、
将
来
の

『
伊
万
里
暮
ら
し
』
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

57 世帯 151 人が伊万里市に移住
（平成 29 年１月から平成 30 年 12 月まで）

移住・定住支援サイト

インスタグラム

伊万里市プロモーション映像

http://www.city.imari.saga.jp/iju/

https://www.instagram.com/imari_ouen

http://www.city.imari.saga.jp/12851.htm

ＱＲコード

ＱＲコード

ＱＲコード

　
伊
万
里
市
を
移
住
先
と
し
て
検
討
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
本
市
の
自
然
環
境
や
暮

ら
し
や
す
さ
な
ど
の
魅
力
を
、
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
移
住
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
た
移
住
・
定
住
支
援
サ
イ
ト
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
な
ど
を
活
用
し
て
、
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
部
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

移
住
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

● 問合先　伊万里暮らし応援課移住・定住推進係
（　 ☎㉓２１７２）
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市
内
に
は
、
船
舶
を
製
造
す
る
企
業
や
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
を
製
造
す
る
企
業
、
木

材
を
加
工
・
販
売
す
る
企
業
を
は
じ
め
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
行
う
Ｉ
Ｔ
関
連
の

誘
致
企
業
や
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
を
持
つ
地
場
企
業
な
ど
、
多
く
の
優
良
企
業
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
情
報
や
求
人
情
報
、
起
業
に
関
す
る
情
報
を
、
市
移
住
・
定

住
支
援
サ
イ
ト
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
移
住
を
希
望
す
る
人
へ
の
住
ま
い
情
報
の
提
供
と
、
空
き
家
の

有
効
活
用
を
目
的
に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
適
正
管
理
の
面
か
ら
も
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
ま
い
の
情
報
①

　
ー 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度 

ー

し
ご
と
情
報
を
提
供
し
ま
す

◆伊万里へのＵＩＪターン就職に関する意向調査

　意向調査アンケートに協力してもらい、市内企業（新たに誘致見込み
の企業を含む）の社員募集に関する情報などを提供しています。

　意向調査はこちら　➡　https://www.city.imari.saga.jp/13663.htm

◆ふるさと伊万里就業奨励金

　市外からの若者の転入促進と市内中小企業の人材確保を目的に、市内
中小企業に常用労働者として就職し、６か月以上継続して就業した 40
歳未満の転入者に対し、奨励金を交付します。

　奨励金額：１人につき 20 万円（１回限り）

◆起業に関する支援

　起業・創業を目指す人への支援策として、創業支援事業者（伊万里商
工会議所）が実施する『いまりＭＩＲＡＩ創業塾』に参加した人には、
市が交付する証明書により、株式会社などを設立する際の登録免許税の
減免や、信用保証枠の拡大などの特例が適用されます。

ＱＲコード

※しごと情報に関する詳細は、企業誘致・商工振興課（☎㉓２１８４）に
　問い合わせてください。

伊万里市空き家情報バンク
http://www.city.imari.saga.jp/12415.htm

伊万里市空き家情報バンク制度

ＱＲコード
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市民の皆さんにできること

　都市部に住んでいる家族や
親類に、本市の移住・定住促
進事業を紹介してください。

　
本
市
へ
移
住
す
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
こ
と
で
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
移
住
促
進

奨
励
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

制 度 概 要

◆対象者　・申請者またはその配偶者のいずれかが 40 歳未満の世帯
　　　　　・３年以上市外に居住していた人で、本市に新たに転入した世帯
　　　　　・本市に永住する意思を持って５年以上居住する人

子育て世代移住奨励金

本市で住宅を購入し、転入した子育て世代に対し奨励金を交付します。

【新築住宅購入】
　転入奨励金 40 万円＋子育て加算（20 万円×高校生以下の子どもの数）

【限度額 100 万円】
【空き家情報バンク登録物件購入】
　転入奨励金 40 万円＋子育て加算（20 万円×高校生以下の子どもの数）

【限度額 100 万円】

　移住してくる人への温かい見守
りと、地域になじんでもらえるよ
うなサポートをお願いします。

住
ま
い
の
情
報
②

　
ー 

移
住
促
進
奨
励
金 

ー

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

移住・定住促進中！特　集

本市で空き家情報バンク登録物件を購入し、転入した世帯に対し、住宅改修費
の一部を助成します。

【住宅改修】
　空き家改修費×１／２　【限度額 50 万円】

空き家改修奨励金

　
移
住
・
定
住
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
転
入
者
を
温
か
く
迎
え
入

れ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
本
市
の
将
来

の
た
め
に
、
一
緒
に
人
口
減
少
に
対
す
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆移住・定住相談窓口
　【伊万里暮らし応援課内】　☎㉓２１７２
◆さが移住サポートデスク（佐賀デスク）
　【県庁新館１階】　☎０９５２㉕７５５１
◆さが移住サポートデスク（福岡デスク）
　【博多バスターミナル９階】
　※毎週水曜日　午後５時 30 分〜８時 30 分

移住・定住に関する問い合わせ
◆さが移住サポートデスク（東京デスク）
　【東京交通会館８階 認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰
　支援センター内】　☎ 090 ｰ 1657 ｰ 8205
◆移住・交流情報ガーデン【東京都中央区京橋】
　※資料展示のみ
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

2.8

市社会教育研究大会

地域、学校、家庭が連携した地域づくりを

↑『草の根から、社会を描く。』をキーワードにＮＰＯ活動
を展開している古賀さん

2.3

市民センターで、市ふれあい障害者文化祭がありました。

式典では、障害者を支援する施設や事業所、団体などによ

るコンサートがあり、障害のある人もない人も、それぞれ

に練習を重ねてきた歌や踊りを披露して楽しみました。ま

た、障害のある人が制作した絵や書などの力作が並ぶ作品

展も開かれ、来場者は感心した様子で鑑賞していました。

ふれあい障害者文化祭

障害のある人が活躍できる社会に

↑コンサートで、東京 2020 の応援ソング『パプリカ』に
乗せてダンスを披露する『いまりの里』の皆さん

1.27

地域力を生かして絆を深める公民館活動を目指し、立花公民

館で市社会教育研究大会がありました。ＮＰＯ法人ふくお

かＮＰＯセンター代表の古賀桃子さんが、各地での興味深

い取り組みや『学び』づくりのポイントなどについて講演

しました。続いて行われた実践発表では、山代・松浦公民

館の活動や、青少年育成事業についての報告がありました。

伊万里の“いい職”説明会

求めています。あなたの力

↑企業の担当者の話を熱心に聞く高校生などの参加者

伊万里の“いい職”説明会がロイヤルチェスター伊万里

でありました。就職を希望する高校生や大学生などに、

地元での就職に関心を持ってもらおうと開催されたもの

で、111 人が参加しました。３つに分かれた会場を順番

に移動しながら、参加者は、地元の優秀な人材を求める

市内 21 企業の説明を、真剣な眼差しで聞いていました。
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大規模な災害に備え、住民が主体となって避難所を運営す

るための訓練が市民センターでありました。訓練には伊万

里地区の住民約 70 人が参加。避難所運営の課題やその改

善策などに関する講演のほか、班に分かれて避難所運営に

ついて話し合うワークショップや実技訓練を行い、参加者

は多様な避難者に配慮した運営のノウハウを学びました。

住民主体の避難所運営訓練

誰もが安心できる避難所のあり方は

↑避難所で車椅子がすれ違うために必要な通路幅を確認

1.19



み ん な の 広 場

いのちの奇跡を伝える講演会＆写真展

生まれてきたことは奇跡なんです

2.3

↑同日始まったやまぐちさんの写真展にも多くの人が足を止
めて見入っていました

「起こることすべてに意味がある」と語るやまぐちさん

2.10

ママフォトグラファーの やまぐち ゆか さんによる『いの

ちの奇跡を伝える講演会』が、市民図書館でありました。

妊娠中にお腹の中の子どもを亡くすというつらい体験を

したやまぐちさん。生まれ育って生きていることは『当た

り前』ではなく『奇跡』であることを、出産を心待ちに

する妊婦やその家族を撮影した写真とともに伝えました。

市防災講演会

災害は忘れないでもやってくる

市防災講演会が市民センターであり、地区防災委員や消

防団員、県防災リーダーなど 335 人が参加しました。防

災に関する情報の伝達方法など市からの連絡事項のあと、

県防災士会運営委員の林眞敏さんが講演。災害の種類に応

じた具体的な備え方などを解説をしながら、自分たちの

地域は自分たちで守るという共助の大切さを訴えました。

↑「自分だけは大丈夫と思うのは悪い癖」と話す林さん

栗木谷窯跡発掘調査現地説明会

磁器の焼成を模索していた窯跡

2.9

↑栗木谷窯跡の前で説明を聞く参加者

工業団地整備事業に伴い実施していた、松浦町の栗木谷

窯跡発掘の調査内容を報告する現地説明会がありました。

窯跡は肥前磁器生産の開始から間もない 1600 年代初

頭のものと言われ、半磁器化した陶片が出土するなど磁

器の焼成への試みが見られる貴重なものです。市内外か

ら 60 人が参加し、興味深そうに説明を聞いていました。
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おもてなし＆ビジネスマナー講座

おもてなしの『心』を届けます

自分が受けた良いおもてなしの経験をグループで話し合い

↑相手に良い印象を与えるお辞
じ

儀
ぎ

のしかたを練習

2.5

市観光協会と伊万里商工会議所が主催する、おもてなし

＆ビジネスマナー講座が市役所でありました。市内の企

業・団体などから約 131 人が参加。日本航空株式会社か

ら２人を講師に迎え、観光客の満足度を高めるおもてなし

の五原則（あいさつ、表情、身だしなみ、立ち居振る舞

い、ことばづかい）や、ビジネスマナーなどを学びました。



ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

弥や

よ

い生
月づ
き  
花は
な

桃も
も

咲さ

け
ば  

友と
も

思お
も

ふう

　
　
　
　
　
　

遠と
お

き
日ひ

の
別わ
か

れ  

永と

わ久
の
別わ
か

れ
に

竹た
け

富と
み　

千ち

歳と
せ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

大
久
保　

花か

舟
し
ゅ
う

御み

仏ほ
と
け

も  

手て

足あ
し

伸の

ば
さ
れ  

出で

開か
い

帳
ち
ょ
う

↑不気味な鬼にじっと見入る少年

火
事
も
病
気
も
な
く
息
災
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

　
２
月
２
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

伊
万
里
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

の
『
伊
万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
』

市
内
小
学
生
交
流
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　
12
回
目
と
な
る
今
年
は
９
校
16

チ
ー
ム
が
参
加
。
ど
の
小
学
校
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
き
た
と

あ
っ
て
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、「
世

界
に
は
ば
た
く
伊
万
里
港
」
な
ど

と
札
を
読
み
上
げ
る
声
に
注
意
深

く
耳
を
立
て
、
一
瞬
の
早
技
で
取

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
　
勝
　
山
代
東
小
Ｂ

▽
準
優
勝
　
二
里
小
Ｂ

▽
３
　
位
　
二
里
小
Ａ

一
瞬
の
早
技
で
勝
負

　
２
月
１
日
と
４
日
、
市
内
に
あ

る
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
９
園

で
、『
防
火
豆
ま
き
』
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
伊
万
里
消
防
署
東

分
署
・
西
分
署
・
北
分
署
が
、
園

児
に
高
い
防
火
意
識
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
毎
年
節
分
の
日
前
後

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
久
保
保
育
園
に
は
２
月
１

伊
万
里
の
節
分

『
伊
万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
』

　
市
内
小
学
生
交
流
大
会

↑雨空にもかかわらず大盛況の境内

　
ま
た
、
２
月
３
日
、
伊
萬
里
神

社
で
は
恒
例
の
節
分
祭
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
の
干
支
は
亥い

（
イ
ノ

シ
シ
）。
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
り

な
が
ら
、
亥
年
生
ま
れ
の
年
男
・

年
女
が
特
設
の
舞
台
か
ら
豪
快
に

豆
を
ま
き
ま
し
た
。
舞
台
下
で
は
、

雨
に
も
負
け
ず
押
し
寄
せ
た
多
く

の
観
客
が
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

豆
を
待
ち
受
け
ま
し
た
。
豪
華
賞

品
が
当
た
る
福
引
き
も
行
わ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

日
、
西
分
署
の
消
防
職
員
が
扮
し

た
『
火
遊
び
鬼
』
が
現
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
最
初
は
驚
い
た
も
の

の
、
す
ぐ
に
豆
を
投
げ
つ
け
て
応

戦
。
火
の
用
心
の
か
け
声
と
と
も

に
ぶ
つ
け
ら
れ
る
豆
に
耐
え
き
れ

ず
、
鬼
た
ち
は
す
っ
か
り
改
心
し

て
園
児
た
ち
と
仲
良
し
に
な
り
ま

し
た
。

↑残り少ない札の取り合いは熾
し

烈
れつ

です

↑園児に豆を投げつけられ苦しむ火遊び鬼

伊萬里神社

伊萬里神社

大久保保育園
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ほ が ら か ペ ー ジ

『ヤングウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

市は、事業所や市民の皆さんと協働で、仕事と、子育て・介護や地域活動などの生活を両立させる『ワーク・ライフ・
バランス』を推進しています。このコーナーでは、市内の事業所が取り組んでいる働きやすい職場づくりを紹介します。

● 問合先　男女協働推進課男女協働推進係
（ 　☎㉓２１１５）

吉永建設株式会社

広げよう 『ワーク・ライフ・バランス』

～働き方改革を推進し、安心して働ける職場を目指す～

吉永 茂樹 代表取締役

社 員 の 声
Worker 's  Vo ice

★子育て応援宣言後は業務見直しなどに
より残業時間が減り、子どもの送迎や
家庭のことをする時間が増えました。
精神的余裕ができました。（40 代男性）

★日頃から仕事の効率を意識していま
す。子どものため休暇取得をすること
がありますが、職場の理解と協力があ
るので助かります。（30 代女性）

会社の取組

◎働き方の見直しによる残業時間縮小と休暇取得促進
　設備投資や人員配置の見直しなどにより社員の負担を

軽減し、有給休暇を取得しやすい環境を整えています。
◎『さが子育て応援宣言』を行っています
　仕事と子育ての両立ができるよう、時差出勤や育児

休業後の職場復帰サポートなどを行っています。
◎地域活動をとおして豊かな人間性を育成
　地域イベントなどでの住民との交流は、豊かな人間性

とコミュニケーション能力向上につながっています。

代表者　：代表取締役　吉永 茂樹
事業内容：建設業
所在地　：二里町
従業員数：31 人（男性 28 人、女性３人）

全社員が定年を迎えるまで、安
心して働けることを目指して
います。働き方改革推進のた
めには、生産性向上が必要であ
り、社員一人一人のスキルアッ
プ教育も行っています。

代表取締役からひと言

何でも相談できる風通しの良い職場です

ア ル バ ム

わが家の

ぼ
く
は
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り
す

る
こ
と
が
大
好
き
☆彡
好
き
な
食
べ

物
は
い
ち
ご
♬
最
近
は
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
ご
っ
こ
や
車
の
お
も
ち
ゃ
で

遊
ん
で
い
る
ん
だ
★
妹
の
し
お
り

ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
い
つ

も
楽
し
く
お
世
話
し
て
い
る
よ
♪

結
翔
君
は
い
つ
も
お
し
ゃ
べ
り
で
笑

わ
せ
て
く
れ
る
ね
♬
み
ん
な
を
笑

顔
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う

★
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い

笑
顔
い
っ
ぱ
い

に
育
っ
て
ね
♥

平川 結
ゆい

翔
と

さん

＊智
とも

大
ひろ

・果那子さんの長男

＊東山代町長浜

(     )３歳
６か月長谷川 佳穂 さん

◆ 株式会社笑顔　愛育園
（立花町）

◆ 平成 28 年４月入社

(23 歳・波多津町木場 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
保
育
士
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
子
ど
も
た
ち
の
命
を
預
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
同
僚
の
保
育
士
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
す

◇
目
標
は  

毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
に

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
で
す

◇
趣
味
　
音
楽
を
聴
く
こ
と

◇
特
技
　
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と

◇
市
民
へ
一
言
　
当
園
で
は
食
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
少
人

数
の
園
児
数
で
み
ん
な
仲
良

く
、
目
の
行
き
届
く
保
育
を

モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
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２日（土）
● 市近郊中学生ソフトテニス大会男子
　午前８時 45 分開会　国見台庭球場

３日（日）
● 市民ソフトテニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場

９日（土）
● 伊西地区中学生春季学年別ソフトテ

ニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場

10 日（日）
● 市長旗争奪各町対抗卓球大会・

ラージボール卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館

16 日（土）
● 市長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会

団体戦
　午前８時 30 分開会

国見台陸上競技場ほか

21 日（木・祝）
● 伊万里スプリングスポーツデイ
▷伊万里さわやかスポーツ・レクリ

エーション祭
　午前８時 30 分開会

国見台体育館ほか

▷伊万里っ子・キッズスポーツフェス
ティバル

　午前９時開会　国見台陸上競技場

23 日（土）
● 国見台陸上競技記録会
　午前９時 30 分開会

国見台陸上競技場

24 日（日）
● 伊万里チャレンジカップテニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場

31 日（日）～
● 市長旗争奪春季ソフトボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場

ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

第 72 回 東西松浦駅伝大会 ３月の市民スポーツ

【区間賞】
※市内チームの選手のみ

区  間 選 手 名

３区（5.5 ㌔）杉光 俊信
（SUMCO伊万里)

４区（7.9 ㌔）中尾 浩司
（二里町体協 )

５区（9.0 ㌔）松本 隆佑
（伊万里・西松浦地区選抜)

７区（6.8㌔）梅田 諒承
（SUMCO伊万里)

８区（7.9 ㌔）古賀 慶彦
（SUMCO伊万里)

● 期　日　１月 27 日
● 場　所　有田町東出張所〜伊万里市内一円〜唐津神社

↑
優
勝
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
る
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
伊
万
里

８
区
の
古
賀
慶
彦
選
手

↑５区・大川梨選果場を一斉に再スタート

【敢闘賞】　伊万里市役所
　　　　　（前回 14 位→今回７位）

　
１
月
27
日
、
冬
の
松
浦
路

を
舞
台
に
健
脚
を
競
う
『
東

西
松
浦
駅
伝
大
会
』
が
、
有

田
町
東
出
張
所
か
ら
唐
津
神

社
ま
で
の
８
区
間
59
・
８
㌔

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
連
覇
を
狙
う
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ

Ｏ
伊
万
里
は
、
８
区
間
中
３
区

間
で
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な

ど
、
安
定
し
た
レ
ー
ス
運
び
で

前
半
・
後
半
と
も
に
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
。
13
回
目
の
優
勝
を

大
会
新
記
録
で
飾
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
内
５
チ
ー
ム
が
10

位
以
内
と
な
り
、
次
回
大
会
の

シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【総合成績】     ※網掛け・太字は市内のチーム
順
位 チ ー ム 名 記　録

１ ＳＵＭＣＯ伊万里 ３時間 18分 22秒

２ 玄海町体協 ３時間 25分 01秒

３ 唐津市消防本部 ３時間 26分 22秒

４ 大川町体協 ３時間 29分 09秒

５ 有田町体協 ３時間 29分 51秒

６ 鏡体協 ３時間 29分 54秒

７ 伊万里市役所 ３時間 31分 20秒

８ 七山体協 ３時間 31分 31秒

９ 山代町体協 ３時間 31分 50秒

10 啓成中校区体協 ３時間 32分 33秒

11 二里町体協 ３時間 33分 33秒

12 青嶺中校区体協 ３時間 33分 54秒

13 伊万里・有田消防本部 ３時間 33分 56秒

14 唐津中部体協 ３時間 34分 08秒

15 肥前町体協 ３時間 39分 03秒

16 鬼塚地区体協 ３時間 40分 59秒

17 伊万里中校区体協 ３時間 41分 20秒

18 唐津市役所 ３時間 44分 15秒

伊万里・西松浦地区選抜 ３時間 32分 04秒

唐津・東松浦地区選抜 ３時間 38分 51秒
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
⑦

　『
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
』
と
『
ち
く

ち
く
言
葉
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で

い
る
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
言
葉

が
け
の
こ
と
で
す
。

　『
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
』
は
言
わ
れ
て

う
れ
し
く
な
る
言
葉
で
す
。
例
え

ば
、「
あ
り
が
と
う
」「
が
ん
ば
っ

た
ね
」「
す
ご
い
ね
」「
応
援
し
て

い
る
よ
」
な
ど
、
感
謝
や
励
ま
し

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
『
ち
く
ち
く

言
葉
』
は
、「
バ
カ
」「
ウ
ザ
い
」「
キ

モ
い
」「
む
か
つ
く
」
と
い
っ
た
、

言
わ
れ
る
と
悲
し
く
な
る
言
葉
の

こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
け
は
、
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
社
会

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
例

え
ば
、
職
場
で
上
司
か
ら
「
よ
く

や
っ
た
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
頼

む
よ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
と
、「
こ

ん
な
こ
と
は
で
き
て
当
た
り
前

だ
。
も
っ
と
効
率
よ
く
や
れ
」
と

言
わ
れ
た
と
き
で
は
、
そ
の
後
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
違
い

が
生
じ
る
で
し
ょ
う
。『
ふ
わ
ふ
わ

言
葉
』
は
新
た
な
意
欲
を
生
み
だ

し
ま
す
が
、『
ち
く
ち
く
言
葉
』
は

や
る
気
を
奪
う
と
と
も
に
、
職
場

の
風
通
し
も
悪
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
皆
さ
ん
は
『
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
』

を
使
っ
て
い
ま
す
か
。
子
ど
も
た

ち
は
学
校
で
「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
を

た
く
さ
ん
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
前
で
、
私
た
ち
大
人
が
『
ち

く
ち
く
言
葉
』
を
使
っ
た
と
し
た

ら
、
き
っ
と
子
ど
も
は
混
乱
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
仕
事
で
行
き
詰
ま
っ
た
と
き

や
、
家
事
や
子
育
て
に
追
わ
れ
て

い
る
と
き
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
『
ち
く
ち
く
言
葉
』
を
使
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
ね
。
そ
ん
な

と
き
に
は
大
き
く
深
呼
吸
を
し

て
、
鏡
に
向
か
っ
て
つ
ぶ
や
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
あ
た
た
か
い
魔
法

の
呪
文
の
よ
う
な
『
ふ
わ
ふ
わ
言

葉
』
を
。

『
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
』
は
魔
法
の
呪
文

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２３９

　
新
久
田
城
跡

↑新久田城跡（太陽光発電施設より奥に城跡が残
されています）

年
（
暦
応
四
年
）
に
松
浦
氏
と

新
久
田
城
周
辺
の
領
地
の
関
連

を
示
す
記
述
は
あ
り
ま
す
が
、

新
久
田
城
に
在
城
し
た
人
物
に

つ
い
て
の
確
か
な
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
新
久
田
城
跡
は
、
現
在
、
城

域
や
そ
の
周
辺
が
民
有
地
と

な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
り
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
新あ

ら

久く

田た

城
は
別
名
『
井
出
野

城
』
と
も
呼
ば
れ
る
、
南
波
多

町
井
手
野
字
新
久
田
の
独
立
丘

陵
上
に
立
地
す
る
山
城
跡
で
す
。

　
丘
陵
の
最
高
所
は
現
在
、
送

電
鉄
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
地
形
か
ら
主
郭
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
城
域

の
西
辺
に
は
長
さ
約
80
㍍
の
空

堀
と
そ
れ
に
付
随
す
る
土
塁
が

あ
り
、
城
域
の
外
側
は
農
地
造

成
を
経
て
、
現
在
は
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
斜
面

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
主
郭
の
北
東
側
に

は
２
本
の
尾
根
が
伸
び
て
お
り
、

そ
の
尾
根
上
に
連
続
す
る
曲く

る

輪わ

と
堀
切
群
が
確
認
で
き
、
尾
根

の
先
端
部
分
に
は
出
丸
状
の
空

間
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

一
部
を
除
い
て
は
城
跡
と
し
て

の
機
能
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る

城
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
１
３
４
１
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①伊万里市から他市町村へ転出する場合の転出証明
書の交付は、引っ越し日の２週間程度前から手続
きができます。

※引っ越しが決まったら早めに手続きをしましょう。

②年度末から年度始めまでは、１年で最も混雑する
（通常の３、４倍）時期です。特に月曜日など休
日明けの日は、大変混雑します。

※比較的混雑の少ない、朝早い時間帯（午前８時
30 分～ 10 時）の利用をお勧めします。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

● 問合先　市民課窓口係（　 ☎㉓２１４３）

　３月から４月にかけて、新生活の準備・スタートなどに伴う転入・転出などの手続きが最も多い
時期を迎えます。このため、市役所を特別開庁し、住民異動などに伴う手続きを中心に受け付けます。
　住民票の異動手続き（転入・転居など）は、異動した日から 14 日以内に届け出が必要です。

《平日延長》
◆日　時
　３月26 日（火）、４月２日（火）
　いずれも午後７時まで

◆取扱業務
▷市民課　転入・転出などの住所変更の手続き、

諸証明書（住民票、戸籍謄抄本、印鑑証明など）
の発行、パスポートの申請・交付、マイナンバー
カードの交付（電話での事前予約が必要）

▷税務課　税務諸証明の交付

《土曜・日曜日開庁》
◆日　時
　３月30 日（土）・31 日（日）、４月６日（土）
　いずれも午前８時 30 分から正午まで

◆取扱業務
▷市民課　転入・転出などの住所変更の手続き、

諸証明書（住民票、戸籍謄抄本、印鑑証明など）
の発行、パスポートの交付、マイナンバーカー
ドの交付（電話での事前予約が必要）

▷税務課　税務諸証明の交付

ー　混雑を避けるポイント　ー

住所変更の手続き（転入・転出・転居）に必要なもの

①印鑑（認印）

②マイナンバー（個人番号）の通知カード、マイナンバーカー
ド、国民健康保険被保険者証、介護保険被保険者証、後期
高齢者医療被保険者証など（該当する人のみ）

③届出人の本人確認書類（運転免許証やパスポートなど写真
付きは１点、保険証や年金証書、預金通帳などは２点）

※転入届には、転出証明書（前住所地交付）が必要です。
※戸籍や住民票の交付申請のときも、『本人確認』が必要です。

▷住民票の広域交付

▷届け出の内容によっては、ほかの事業所や官公庁などが休
みのために問い合わせができず、対応できない場合があり
ます。

※手続きに時間がかかる場合があります。ゆとりを持って来
庁してください。

平日延長・休日窓口では取り扱いできない業務

異動の手続きなどはお早めに
３月末・４月初めは市民課・税務課窓口を特別開庁します
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インフォメーションインフォメーション

実施日 町（地区） 実施場所 実施時間

４月23日
（火）

松　浦

中通公民館 　9：00 〜　9：30

松浦公民館 10：00 〜10：30

下分公民館 11：00 〜11：30

大川内
大川内公民館 13：00 〜13：30

正力坊公民館 14：00 〜14：30

立　花 立花公民館 15：00 〜15：30

４月25日
（木）

大川内
小石原公民館 　9：00 〜　9：30

市村公民館 10：00 〜10：30

伊万里 市民会館 11：00 〜11：30

牧　島 牧島公民館 13：00 〜13：30

黒　川 深山地区コミュニ
ティセンター 14：00 〜14：30 

伊万里 脇田公民館 15：00 〜15：30

４月28日
（日）

立　花 市役所庁舎通路   9：00 〜11：00

５月７日
（火）

東山代 東山代公民館 　9：00 〜　9：30

山　代 山代公民館 10：00 〜10：30

黒　川 黒川公民館 11：00 〜11：30

波多津 波多津公民館 12：00 〜12：30

５月９日
（木）

二　里 二里公民館 　9：00 〜　9：30

伊万里 市民会館 10：00 〜10：30

松　浦 松浦公民館 11：00 〜11：30

大　川 大川公民館 13：00 〜13：30

南波多 南波多公民館 14：00 〜14：30

大　坪 大坪公民館 15：00 〜15：30

５月12日
（日） 立　花 市役所庁舎通路   9：00 〜11：00

実施日 町（地区） 実施場所 実施時間

４月４日
（木）

牧　島 瀬戸駐在所横農業倉庫 　9：00 〜　9：30

波多津

馬蛤潟公民館 10：00 〜10：30

井野尾公民館 11：00 〜11：30

波多津公民館 13：00 〜13：30

黒　川
畑川内公民館 14：00 〜14：30

黒川公民館 15：00 〜15：30

４月９日
（火）

山　代

城農業倉庫 　9：00 〜　9：30

西分公民館 10：00 〜10：30

ＪＡ山代西部農業倉庫 11：00 〜11：30

山代公民館 13：00 〜13：30

楠久津公民館 14：00 〜14：30

牧　島 漁港公民館 15：00 〜15：30

４月11日
（木）

東山代

滝川内公民館 　9：30 〜10：00

大久保公民館 10：30 〜11：00

東山代公民館 11：30 〜12：00

脇野公民館 13：30 〜14：00

長浜公民館 14：30 〜15：00

二　里 西八谷搦公民館 15：30 〜16：00

４月15日
（月） 大　坪

古賀公民館 　9：00 〜　9：30

大坪公民館 10：00 〜11：00

４月16日
（火）

大　川

井手口公民館 　9：30 〜10：00

立川農業倉庫 10：30 〜11：00

大川公民館 11：30 〜12：00

南波多
南波多公民館 13：30 〜14：30

大曲公民館 15：00 〜15：30

４月18日
（木）

大　坪 西円蔵寺公民館前 　9：00 〜　9：30

伊万里
元町公民館 10：00 〜10：30

木須東公民館 11：00 〜11：30

二　里

東八谷搦公民館 13：00 〜13：30

大里公民館 14：00 〜14：30

旧Ｊ A 中里出張所 15：00 〜15：30

《飼い主の皆さんへ》
▷新たに犬（室内犬を含む）を飼った場合、新規登録が必要です。犬を取得した日（生

後 90 日以内の犬は、90 日を経過した日）から 30 日以内に登録してください。

▷混雑を避けるため、通知はがきを必ず持参してください。
▷犬の死亡や飼い主の転居・交代などがあった場合は、届け出が必要です（当日受付可）。

▷飼い主が市外から転入した場合は、犬の所在地を変更する届け出が必要ですので、犬
の鑑札を持参してください（当日受付可）。鑑札がない場合は問い合わせてください。

◆料　金　新規登録＋予防注射  　6,150 円
　　　　　予防注射のみ　　　　 3,150 円

狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。飼い主は、都合が良い日に必ず飼い犬に注射を受けさせてください。

※犬が暴れると注射できませんので、犬を制止できる人が連れて来てください。また、
事故防止のため、首輪が抜けないようにしてください。

※飼い犬が妊娠や病気などの場合は、獣医師に相談してください。注射が困難と判断
された場合は、獣医師が発行する猶予証明書を市に提出してください。

狂犬病予防注射 実施日程

● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

※飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせ、注射済証の交付を受けなければなりません（狂犬病予防法第５条）。

実施します　平成 31 年度狂犬病予防注射
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軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や

バ
イ
ク
な
ど
を
所
有
す
る
場
合
に

か
か
る
税
金
で
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
り
、
他
人
に
譲
渡
ま
た
は

業
者
に
下
取
り
に
出
し
た
り
し
た

場
合
な
ど
は
、
３
月
末
日
ま
で
に

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
申
告
手

続
き
を
行
わ
な
い
と
、
登
録
名
義

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

インフォメーション

土地の分筆や合筆、地目
変更、地番変更など
※一定の要件を満たして

いる場合に限ります。

登記名義人の変更
（相続 ･ 売買 ･ 贈与 ･ 交
換などによる所有権移
転登記）

○ ×
地籍調査で できること

　決められた期間内に地籍調査事業を正確に進めるためには、土地所有者の
相互の信頼と合意によって境界を決定してもらう必要があります。
　境界確認（一筆地調査）の際は、現地で立ち会いをお願いすることになり
ますので、土地所有者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【基準点保護のお願い】
　境界の確認後に実施する測量（業者委託）では、土地に立ち入り、国土調
査多角点杭

くい

の設置などを行います。この杭や鋲
びょう

は、一筆ごとの土地を測量す
るための基準点となるものですが、地籍調査終了後も、土地を分筆したり、
境界を復元したりするときに必要です。工事や開発などで移設しなければな
らない場合は、事前に地籍調査課に連絡してください。

【平成 31 年度の予定】
▷４月下旬～
　対象者に個人別台帳送付
▷５月中旬～
　地元説明会
▷６月下旬～
　境界確認（一筆地調査）

地籍調査では できないこと

● 問合先　地籍調査課資料係（　 ☎㉓２１９２）

土地所有者の皆さんへ

●

問
合
先
　

▽
軽
自
動
車
（
総
排
気
量
６
６
０

㏄
以
下
）、
ま
た
は
１
２
５
㏄
を

超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
車

に
つ
い
て
　
佐
賀
県
軽
自
動
車

協
会（

☎
０
９
５
２
㉚
８
４
４
２
）

▽
２
５
０
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
に

つ
い
て
　
佐
賀
運
輸
支
局

　（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
２
）

▽
１
２
５
㏄
以
下
の
原
付
バ
イ
ク
、

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト

ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
田
植
機
な
ど
）

に
つ
い
て
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

　
不
当
な
要
求
に
は
、
き
ぜ
ん
と

し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●

相
談
・
問
合
先

▽
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

▽
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同

和
対
策
係
（
☎
㉓
２
１
９
０
）

▽
伊
万
里
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
２
１
３
６
）

　『
え
せ
同
和
行
為
』
と
は
、
同
和

問
題
を
口
実
に
企
業
や
個
人
な
ど

に
、
不
当
な
要
求
や
、
高
額
な
図

書
な
ど
の
購
入
を
強
要
す
る
行
為

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、『
同
和
問

題
は
怖
い
問
題
で
あ
る
』
と
い
う

誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
、
差
別

や
偏
見
を
助
長
す
る
も
の
で
す
。

　
高
額
な
図
書
な
ど
の
購
入
を
強

要
さ
れ
た
と
き
は
、
慌
て
ず
必
要
性

を
判
断
し
、
不
要
な
場
合
は
、
は
っ

き
り
と
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
手
続
き
は
お
早
め
に

え
せ
同
和
行
為
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

調査開始から完了まで
約３年かかります 

《平成 31 年度＝１年目》
　一筆地調査と測量

《平成 32 年度＝２年目》
　一筆ごとの調査結果のまとめ、閲覧など

《平成 33 年度＝３年目》
　法務局へ送付

筒　井 …… 下ノ原、竹ノ下、神田平、小峠
板　木 …… 湯ノ木、屋敷谷、川宇治、長谷、向坂木
津　留 …… 下大谷、中大谷、中ノ峠、小坊、目美社、中ノ谷、瀧ノ内、川氏
　辻　 …… 中倉、浜新田、郷ノ浦、永田、野林、高尾、小湯浦

平成31年度調査対象地区（小字一覧）【予定】

平成 31 年度 地籍調査事業
波多津町（筒井・板木・津留・辻の各一部）を調査します
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インフォメーション

　
転
入
・
転
出
・
転
居
・
契
約
者

の
死
亡
な
ど
に
よ
り
水
道
契
約
の

内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、

電
話
で
の
連
絡
が
必
要
で
す
。
使

用
開
始
・
中
止
の
連
絡
は
３
日
前

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

長
期
に
わ
た
り
水
道
を
使
わ
な
い

場
合
で
も
使
用
中
止
の
連
絡
が
な

い
場
合
は
、
基
本
料
金
が
毎
月
発

生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
水
道
料
金
を
管
理
会

社
や
家
主
が
徴
収
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
連
絡
不
要
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

連
絡
・
問
合
先
　
水
道
部
管
理

課
営
業
係
（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

パブリックコメントの結果
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
・

名
義
変
更
は
連
絡
を

①伊万里市税条例改正（案）および伊万

里市税徴収等の特例に関する条例改正

（案）に対する意見募集の結果、１人

から５件の意見提出がありました。意

見の概要と市の考え方を公表します。
● 公表場所　税務課、情報広報課市民

サービス係、各町（地区）公民館、市

民図書館、市ホームページ
● 公表期間　３月 31 日（日）まで
● 問合先　税務課収納対策室

（　 ☎㉓２１５２）

②『第６次伊万里市総合計画』（案）に

対する意見募集の結果、意見の提出は

ありませんでした。
● 問合先　企画政策課企画係

（　 ☎㉓２１２４）

心の健康に気をつけましょう
● 問合先　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

あなたは大丈夫？

　春は異動や進学などで生活環境が変化し、緊張
して心の健康を損ないやすい季節です。一人で悩
み込んでしまうことがあるかもしれません。その
悩みが深く長く続くと、心が痛んできます。一人
で悩まず、周りの人や下の相談機関に心の悩みを
伝えてください。また、不安が続くときは、専門
科を受診し、じっくりと治療することが大切です。

ー『よらん会』をのぞいてみませんか ー

　「誰かと話したい、誰かに相談してみたい」。そ
んな気持ちを持った人が気軽に語り合える場を開
いています。コーヒーを飲みながらゆっくり過ご
してみませんか。悩んでいる本人や、支える家族、
支援している人など誰でも自由に参加できます。
一人で悩むよりも息抜きのつもりで参加してみま
せんか。
● 開催日・時間　毎月第３火曜日　
　午前 10 時〜午後３時
● 場　所　市民交流プラザ

事

業

系

ご

み

の

搬
入
手
数
料
が
変
更

● 相談先
▷伊万里保健福祉事務所　　　（☎㉓２１０１）
▷福祉課社会福祉係　　　　　（☎㉓２１５６）
▷健康づくり課保健予防係　　（☎㉒３９１６）

３月は『自殺対策強化月間』

　心の病気であるうつ病や自殺に関する問題は決し
て特別なことではなく、誰にでも起こる可能性があ
ります。大切な人を失わないために、『周りの人の
悩みに気づき、できる限り耳を傾ける』、『早めに専
門家に相談するよう促す』、『温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る』ことが大切です。

【見逃さないで『自殺のサイン』】
▷気分が沈む、自分を責める、不眠が続くなどのう
　つ状態がみられる
▷本人にとって価値あるもの（職、家族、地位）を失う
▷酒量が増す
▷重症の病気にかかった　など

● 電話相談窓口
▷佐賀いのちの電話（年中無休、24 時間受付）

（☎０９５２㉞４３４３）
▷佐賀県自殺予防夜間相談電話（毎日、午前１時〜

７時）（☎０１２０‐４００‐３３７）
　※通話料無料
▷佐賀こころの電話（月〜金曜日、午前９時〜午後

４時）（☎０９５２　５５５６）
▷全国自殺予防いのちの電話（毎月 10 日午前８

時〜 11 日午前８時）（☎０１２０‐７８３‐

５５６）※通話料無料

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
事
業

活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
の
さ
が
西
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
手
数
料
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

●

手
数
料
（
10
㌕
あ
た
り
）

▽
変
更
前
　
１
０
０
円

▽
変
更
後
　
１
２
０
円

※
家
庭
ご
み
の
手
数
料
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）
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インフォメーション

● 問合先　企画政策課企画係（　 ☎㉓２１２４）

● 問合先　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

特別児童扶養手当、特別障害者手当、
障害児福祉手当 について

核燃料税交付金の活用について

　市では、次の手当の申請を随時受け付けていま
す。支給を受けるには、一定の要件と所得制限が
あります。

▷特別児童扶養手当

　身体・知的または精神に中度以上の障害のある
20 歳未満の児童を養育している父または母も
しくは養育者（施設入所者を除く）

▷特別障害者手当

　20歳以上の障害者で、心身に著しい重度の障
害があるために、日常生活において常時、特別
の在宅介護を必要とする人（施設入所者を除く）

▷障害児福祉手当

　20歳未満の障害児で、心身に重度の障害があ
るために、日常生活において常時、在宅介護を
必要とする人（施設入所児を除く）

■手当額（平成31 年度）

項　目 支給額（月額）

特別児童扶養手当１級（重度）
特別児童扶養手当２級（中度）

52,200 円
34,770 円

特別障害者手当 27,200 円

障害児福祉手当 14,790 円

　玄海原子力発電所周辺の住民生活の安定などを図るため、
県から近隣自治体に対して『核燃料税交付金』が交付されま
す。市では、この交付金を平成 30 年度に実施している以下
の 7 事業に活用（充当）します。

①防災行政無線施設管理事業
▷内　容　防災行政無線施設の維持管理による緊急情報伝達

網の確保
▷事業費　321 万円　▷充当額　321 万円

②伊万里・有田消防組合運営負担金
▷内　容　消防防災体制強化による災害発生時の安全の確保
▷事業費　87,063 万円　▷充当額　1,975 万円

③消防団運営事業
▷内　容　消防団組織の充実による災害発生時の安全の確保
▷事業費　8,449 万円　▷充当額　3,481 万円

④長期債償還利子
▷内　容　情報伝達網の整備のための防災行政無線に係る起

債の償還
▷事業費　16,882 万円　▷充当額　115 万円

⑤道路管理事業
▷内　容　市道の補修などによる避難道路の安全の確保
▷事業費　10,154 万円　▷充当額　7,160 万円

⑥市道改良事業
▷内　容　市道の改良による避難道路の安全の確保
▷事業費　1,400 万円　▷充当額　1,400 万円

⑦交通安全施設整備事業
▷内　容　交通安全上必要な箇所の整備による避難道路の安

全の確保
▷事業費　548 万円　▷充当額　548 万円

●

活
動
内
容

　
次
の
事
業
の
推
進
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。

▽
食
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
調

査
、
研
究
お
よ
び
事
業
の
推
進

に
関
す
る
こ
と

▽『
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』
の
普

及
啓
発
に
関
す
る
こ
と

●

活
動
回
数
　
年
３
回
程
度

●

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
の
市
民

●

募
集
人
数
　
４
人
程
度

●

任
　
期
　
２
年

●

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
ま
ち
づ
く
り
課
に

提
出

※
応
募
用
紙
は
各
町
（
地
区
）
公

民
館
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
３
月
29
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
委
員
を
募
集

●

業
務
内
容

　
歴
史
民
俗
資
料
館
（
松
島
町
）

の
来
館
者
の
対
応
や
展
示
解

説
、
資
料
整
理
、
展
示
替
え
補

助
、
出
納
事
務
補
助
な
ど

※
伊
万
里
市
の
歴
史
や
焼
き
物
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
、
パ
ソ

コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
操
作
が

必
要
で
す
（
研
修
あ
り
）。

●

応
募
資
格

　
お
お
む
ね
65
歳
以
下

●

募
集
人
数
　
２
人

●

委
託
期
間
　
４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日

●

勤
務
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●

勤
務
日
数
　
週
に
２
．５
日
程
度

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
含
む

●

日
　
額
　
６
３
４
７
円

●

応
募
方
法
　
写
真
付
き
の
履
歴

書
を
歴
史
民
俗
資
料
館
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限

　
３
月
14
日
（
木
）　
正
午

●

選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
接
遇

や
伊
万
里
の
焼
き
物
に
関
す
る

筆
記
試
験
、
面
接

●

応
募
・
問
合
先

　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
　
☎
㉒
７
１
０
７
）

歴
史
民
俗
資
料
館
運
営

業
務
受
託
者
を
募
集
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１
月
31
日
、
市
は
、
平
成
30
年

８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
38
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

で
、
佐
賀
県
内
初
と
な
る
優
勝
を

飾
っ
た
伊
万
里
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子
に
伊
万
里
市

民
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
を
受
け
て
松
元
麻
理
監
督

は
、「
と
て
も
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
す
。」
と
感
謝
。
深
浦
弘
信
市
長

は
、「
全
国
優
勝
の
快
挙
に
市
民

は
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
力

と
し
て
来
年
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

インフォメーション

伊
万
里
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子
に

伊
万
里
市
民
賞
を
贈
呈

↑３〜６年生で構成される少数精鋭のチーム

　
県
が
主
催
す
る
平
成
30
年
度
佐

賀
農
業
賞
を
受
賞
し
た
、前
田
幸
範

さ
ん
・
久
子
さ
ん
夫
妻
、
Ｊ
Ａ
伊

万
里
き
ゅ
う
り
部
会
、
丸
尾
純
一

さ
ん
が
、
１
月
30
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
深
浦
弘
信
市
長
に
喜
び
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
前
田
幸
範
・
久
子
夫
妻
（
大
川

町
）
は
、
昭
和
46
年
の
就
農
か
ら

イ
チ
ゴ
栽
培
を
農
業
経
営
の
柱
と

し
、
県
内
で
先
陣
を
切
っ
て
の
高

設
栽
培
の
導
入
や
新
品
種
の
試
験

栽
培
な
ど
、
常
に
技
術
改
善
へ
の

挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
き
ゅ
う
り
部
会

は
、
早
期
に
技
術
を
習
得
さ
せ
る

た
め
の
研
修
や
、
中
古
空
き
ハ
ウ

ス
の
有
効
利
用
な
ど
に
よ
る
低
コ

ス
ト
で
就
農
で
き
る
環
境
整
備
な

ど
、
若
手
新
規
就
農
者
の
経
営
安

定
を
第
一
と
し
た
取
り
組
み
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

前
田
さ
ん
夫
妻
は
先
進
的
農
業
経

営
者
の
部
で
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
き
ゅ

う
り
部
会
は
組
織
・
集
団
の
部
で
、

そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
と
特
別
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
肥
育
牛
農
家
の
丸
尾
純
一

さ
ん
（
大
川
町
）
は
、
牛
舎
環
境

前
田
幸
範
さ
ん
ら
が
佐
賀
農
業
賞
の
受
賞
を
報
告

の
見
直
し
や
一
日
に
６
回
の
個
体

観
察
の
徹
底
に
よ
る
肉
質
・
肉
量

の
向
上
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
若
い

農
業
経
営
者
の
部
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
深
浦
市
長
は
、「
農
業
は
労
力

に
見
合
う
収
入
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
業
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
国

土
を
保
全
す
る
と
い
う
大
切
な
役

割
も
担
っ
て
い
る
。
ど
う
か
皆
さ

ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。↑深浦市長（中央）と記念撮影をする受賞者の皆さん

　
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
は
ち

が
め
プ
ラ
ン
（
大
坪
町
）
が
、
第

６
回
食
品
産
業
も
っ
た
い
な
い
大

賞
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
市
役
所
で
深
浦
弘
信

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
同
法
人

の
福
田
俊
明
代
表
理
事
は
、「
こ
れ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
受
賞
し
た

が
今
回
は
格
別
。
ま
さ
に
、
生
ご

み
を
焼
却
処
分
す
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
は
ち
が
め
プ
ラ
ン
に

も
っ
た
い
な
い
大
賞

ト
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
大
変

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
喜
び

を
伝
え
ま
し
た
。

↑深浦市長（右から２人目）に受
賞を報告した皆さん

伊
万
里
市
×
久
米
島
町

コ
ラ
ボ
商
品
を
発
売

↑太一郎窯の冨永十
と

喜
き

信
のぶ

代表取締役（右）
と米島酒造の田場俊之代表取締役

　
本
市
と
久
米
島
町
、
佐
賀
大
学

の
３
者
は
、『
海
洋
温
度
差
発
電
の

研
究
開
発
及
び
利
活
用
並
び
に
地

域
交
流
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
』
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
両
市
町
の
特
産
品
を
活
用
し
た

コ
ラ
ボ
商
品
第
一
弾
が
完
成
し
、

販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
伊
万

里
焼
の
ボ
ト
ル
に
詰
め
た
泡
盛
、

『
刻
樂
（
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
）』

で
す
。
株
式
会
社
太
一
郎
窯
（
大

川
内
町
）
と
米
島
酒
造
株
式
会
社

（
久
米
島
町
）
が
開
発
し
ま
し
た
。

久
米
島
の
海
と
空
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
青
を
基
調
と
す
る
鍋
島
文
様
の

ボ
ト
ル
に
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
り

創
業
当
時
か
ら
使
用
す
る
甕か

め

で
貯

蔵
し
た
泡
盛
が
入
り
、
購
入
者
の

名
前
が
入
っ
た
付
属
の
首
掛
け
が

後
日
送
ら
れ
ま
す
。
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

▽
消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
の
名

前
を
出
す
な
ど
、
不
審
な
場
合

は
そ
の
場
で
消
防
署
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

３
課
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
ば
く
露
作
業
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発

症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
都
道
府

県
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
佐
賀
労
働
局

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
９
３
）

▽
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保

全
機
構

  

（
☎
０
１
２
０
‐

３
８
９
‐

９
３
１
）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　３月 20 日（水）

　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センターリハーサル室

②お誕生会（要申込）３月生まれ

　の乳幼児とその保護者

▷日　時　３月 27 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補

償
・

救

済

　
県
で
は
、
将
来
目
指
す
べ
き
佐

賀
県
の
姿
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

新
し
い
総
合
計
画
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
た
計
画
に
す
る
た

め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
３
月
10
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●

場
　
所
　
伊
万
里
総
合
庁
舎

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

●

問
合
先

　
県
政
策
部
政
策
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
５
４
１
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
業

者
に
な
り
す
ま
し
て
、
高
額
な
点

検
料
を
請
求
す
る
事
案
が
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
管
内
で
発
生
し
ま

し
た
。
消
防
署
か
ら
の
依
頼
と
信

用
さ
せ
、
言
葉
巧
み
に
偽
ら
れ
た

こ
と
で
被
害
に
遭
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
消
火
器
な
ど
の
悪
質
訪

問
販
売
の
被
害
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

▽
消
防
署
の
職
員
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
・
消
火
器
の
販
売
や
有
料

の
点
検
を
実
施
し
た
り
、
特
定
の

業
者
に
点
検
を
依
頼
し
た
り
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

み
ん
な
で
佐
賀
を
語
る
会

悪
質
訪
問
販
売
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
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暮らしのチャンネル

広告

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

●

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円

※
別
途
、
教
材
費
２
５
０
０
円
程

度
（
初
回
の
み
）
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
３
月
29
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
国
際
戦
略
室
内 

市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

●

業
務
内
容

　
自
動
車
図
書
館
運
転
・
貸
し
出

し
（
補
助
）
業
務

●

募
集
人
数
　
１
人

●

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
（
月
）
～

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
火
）

●

応
募
資
格
　

　
市
内
に
在
住
し
、
大
型
自
動
車

免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

●

応
募
方
法
　

　
市
民
図
書
館
に
備
え
付
け
の
募

集
要
項
を
確
認
の
う
え
、
履
歴

書
１
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
３
月
13
日
（
水
）

●

面
接
日
　
３
月
下
旬

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
図
書
館

（
　
☎
㉓
４
６
４
６
）

　
市
内
で
た
ば
こ
を
購
入
す
る
と
、

そ
の
一
部
が
市
の
収
入
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
健
康
の
た
め
吸
い

過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
㉓
２
１
４
８
）

●

日
　
時
　
３
月
31
日
（
日
）
正
午

●

場
　
所
　
楠
久
神
社
（
山
代
町
）

●

会
　
費
　
１
５
０
０
円

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●

問
合
先
　
楠
久
区
評
議
員

水
田
（
☎
㉘
４
１
４
６
）

た
ば
こ
は
市
内
で

買

い

ま

し

ょ

う

●

日
　
程

▽
昼
の
部（
全
28
回
・
毎
週
火
曜
日
）

　
４
月
２
日
～
10
月
29
日

※
午
後
２
時
30
分
～
４
時

▽
夜
の
部（
全
28
回
・
毎
週
水
曜
日
）

　
４
月
３
日
～
10
月
30
日

※
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●

場
　
所
　
立
花
公
民
館

●

講
　
師
　
陳チ
ン 

瑩エ
イ

さ
ん

（
中
国
大
連
市
公
務
研
修
生
）

●

対
　
象
　
高
校
生
以
上

●

募
集
人
数
　
各
部
30
人
程
度

募
　
　
集

初
級
中
国
語
教
室

受

講

生

● 日　時　４月 14 日（日）
午前 11 時〜午後３時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者
のみに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機
に伊万里市に住む意思がある 30 代、40
代の独身の人

● 参加料　2,500 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 12 人
※応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　４月４日（木）
● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（ 　☎㉓２９５０）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

30 代・40 代限定

イタリアンでランチ会

婚活イベント ♥

●

日
　
時
　
３
月
17
日
（
日
）

午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時

※
小
雨
の
場
合
も
決
行
し
ま
す
。

●

集
合
場
所
　
脇
野
公
民
館

●

内
　
容

▽
徒
歩
で
散
策
・
脇
野
ふ
る
さ
と

巡
り
（
明
星
桜
、
白し
ら

蛇へ
び

山や
ま

岩い
わ

陰か
げ

遺
跡
、
宝ほ
う

積
し
ゃ
く

寺じ

な
ど
）

▽
県
博
物
館
・
岩
陰
遺
跡
群
の
発
掘

物
を
宝
積
寺
に
展
示

※
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▽
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
（
昼
食
・
ビ

デ
オ
鑑
賞
な
ど
）

▽
餅
つ
き
体
験
交
流
（
よ
も
ぎ
餅

の
お
み
や
げ
あ
り
）

▽
産
地
野
菜
市
（
脇
野
産
と
れ
た

て
野
菜
の
直
売
）

▽
お
楽
し
み
抽
選
会

●

参
加
料
（
当
日
徴
収
）

▽
一
般
　
２
０
０
０
円

▽
小
学
生
　
１
５
０
０
円

※
昼
食
代
や
資
料
代
、
保
険
料
な

ど
を
含
み
ま
す
。

●

応
募
方
法
　
電
　
話

●

募
集
期
限
　
３
月
10
日
（
日
）

●

募
集
人
数
　
45
人

●

応
募
・
問
合
先

▽
脇
野
よ
か
隊
・
山
口

   
（
☎
０
９
０
‐
４
７
７
４
‐
４
５
５
８
）

▽
展
示
物
観
覧
に
つ
い
て
・
浦
川

   

（
☎
０
９
０
‐
３
７
３
７
‐
２
７
４
６
）

♥

自

動

車

図

書

館

（
ぶ
っ
く
ん
）
運
転
者

桜
の
下
で
語
ろ
う
会

わ
き
の
本
物
体
験
会

試

験
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広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

●

試
験
日
時

　
５
月
26
日
（
日
）

▽
乙
種
第
４
類

　 

午
前
10
時
開
始

▽
甲
種
、
乙
種
（
第
４
類
除
く
）、

丙
種

　 

午
後
１
時
30
分
開
始

●

試
験
場
所

　
佐
賀
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

（
佐
賀
市
）

●

申
請
受
付

▽
電
子
申
請

　
３
月
29
日
（
金
）

～
４
月
９
日
（
火
）

※
申
請
方
法
は
、
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
書
面
申
請

　
４
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

※
必
要
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
や

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
消
防
署
消
防
３
課

（
☎
㉓
２
１
１
８
）

危

険

物

取

扱

者

試
　
　
験

●

対
　
象
　
市
内
在
住
の
女
性

●

開
催
期
間

▽
料
理
教
室
（
健
康
家
庭
料
理
）

　
６
月
～
11
月
の
第
１
水
曜
日

（
全
６
回
）

▽
粘
土
教
室

　
４
月
～
２
０
２
０
年
３
月
の
第

２
金
曜
日
（
全
12
回
）

●

時
　
間

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●

場
　
所

　
同
和
教
育
集
会
所
（
立
花
町
）

●

受
講
料
　
無
　
料

※
別
途
、
材
料
費
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
３
月
28
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先

　
同
和
教
育
集
会
所

（
　
☎
㉒
７
４
６
２
）

●

対
　
象

　
20
歳
以
上
で
、
電
話
相
談
員
を

志
す
人
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

学
び
た
い
人
、
各
種
相
談
業
務

に
携
わ
っ
て
い
る
人
な
ど

※
相
談
員
に
な
る
・
な
ら
な
い
に

関
わ
ら
ず
受
講
で
き
ま
す
。

募
　
　
集

料

理

教

室
・

粘

土

教

室

の

受

講

者

●

講
座
期
間
（
週
１
回
、
全
11
回
）

▽
水
曜
班
（
毎
週
水
曜
日
）

５
月
15
日
～
７
月
24
日

※
午
後
７
時
～
９
時

▽
土
曜
班
（
毎
週
土
曜
日
）

５
月
11
日
～
７
月
20
日

※
午
後
２
時
～
４
時

●

場
　
所

▽
水
曜
班
　
ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

▽
土
曜
班
　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

（
佐
賀
市
）

●

受
講
料
　
１
万
５
０
０
０
円

※
学
生
は
、
１
万
円

●

募
集
人
数
　
各
班
35
人

●

募
集
期
限
　
５
月
２
日
（
木
）

●

応
募
方
法
　
受
講
申
込
書
を
郵

送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
９
‐

８
６
９
１
佐
賀
北

郵
便
局
私
書
箱
４
号
　
社
会

福
祉
法
人
佐
賀
い
の
ち
の
電
話

　（
☎
０
９
５
２
㉞
４
１
８
６
、

０
９
５
２
㉞
４
１
６
６
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

tt

　p
://areah

o
t.jp

/saga/lifelin

　e-1
9
9
8
/

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

①
Ｉ
Ｔ
初
級
科
（
武
雄
市
）　
22
人

②
Ｉ
Ｔ
初
級
科
（
佐
賀
市
）　
22
人

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

公
開
講
座
受
講
生

③
医
療
事
務
養
成
科
　
25
人

④
介
護
パ
ソ
コ
ン
科
　
15
人

●

訓
練
期
間

①
５
月
８
日
（
水
）
～

７
月
31
日
（
水
）

②
・
④
５
月
８
日
（
水
）
～

８
月
２
日
（
金
）

③
５
月
14
日
（
火
）
～

８
月
９
日
（
金
）

●

場
　
所

①
ヤ
マ
サ
キ
ビ
ル
（
武
雄
市
）

②
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

③
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
佐
賀
支

店
（
佐
賀
市
）

④
旧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

（
東
山
代
町
）

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
期
限
　
３
月
29
日
（
金
）

●

入
校
選
考
日

①
・
④
４
月
16
日
（
火
）

②
・
③
４
月
17
日
（
水
）

※
場
所
は
県
立
産
業
技
術
学
院

（
多
久
市
）

●

合
格
発
表
日

①
・
④
４
月
22
日
（
月
）

②
・
③
４
月
23
日
（
火
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

そ
の
他

　
施
設
の
見
学
、
訓
練
体
験
な
ど
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
学
院

（
☎
０
９
５
２
　
４
３
３
０
）

FAX

職
業
訓
練
受
講
生

（
３
か
月
コ
ー
ス
）

74
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暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

３月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

日 巡 回 場 所 時　間

５日
・

19 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

６日
・

20 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

７日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

８日
・

22 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 14:00~
JA 前平出張所 14:00~

８日 デ イ な が や ま 14:40~

22 日 グランパランいまり 15:00~

日 巡 回 場 所 時　間

12 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

13 日
（水）

小石原公民館 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

１日
・

15 日
（金）

波多津公民館 11:30~

JA 大 川 支 所 14:30~

15 日 大 川 公 民 館 14:00~

１日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

14 日
（木）

こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 14:00~

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

『カムパネルラ版
　銀河鉄道の夜』
長野 まゆみ／著

河出書房新社

新刊案内
　
宮
沢
賢
治
の
名
作
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
を
主
人
公
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
友
人
・

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
目
線
か
ら
描
い
た

こ
の
作
品
。
原
作
で
は
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
で
す
が
、
銀

河
鉄
道
で
の
彼
の
旅
は
ま
だ
終
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
ジ
ョ
バ

ン
ニ
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
銀
河
鉄
道

に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
著
者

が
幼
い
こ
ろ
か
ら
描
き
た
か
っ
た
世

界
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
二
人
の
未

来
に
希
望
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

橘 春香／作・絵
PHP 研究所

『ボンぼうや
  〜はじめて

見る世界〜』

４・11・18・25 日、28 日（館内整理休館）

３月の休館日

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

返却は済んでいますか？

　これからの季節は、進学や就職で引っ越

し、伊万里を離れるという人も多いのでは

ないでしょうか。そのときは、図書館の資

料の返し忘れがないか、確認をお願いしま

す。もし返し忘れた資料があった場合は、

早めに返却してください。図書館が閉館中

でも、返却用のブックポストが館内に２か

所あります。外からいつでも投函できます

ので利用してください。ただし、視聴覚資

料は破損のおそれがありますので、必ず窓

口で返してください。皆さんのご協力をお

願いします。

　
ポ
プ
ラ
の
木
の
家
に
小
人
の
チ
ミ

ば
あ
さ
ん
と
ボ
ン
ぼ
う
や
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
チ
ミ
ば
あ
さ
ん
は
危
険

だ
か
ら
と
ボ
ン
ぼ
う
や
を
外
に
出
し

ま
せ
ん
。
ボ
ン
ぼ
う
や
は
小
鳥
に
外

の
世
界
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
ボ
ン
ぼ
う
や
は
黙
っ
て
ツ

バ
メ
に
乗
り
外
の
世
界
へ
旅
立
ち
ま

す
。
赤
い
実
こ
ろ
が
し
、
ア
ル
パ
カ

の
丘
、
さ
ば
く
の
ま
ち
、
不
思
議
な

旅
は
続
き
ま
す
。
そ
し
て
ボ
ン
ぼ
う

や
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
チ
ミ
ば
あ

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
手
紙
が
届
き
ま

す
。
そ
れ
は
…
。

試

験
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暮らしのチャンネル

◆期　日　３月 18 日（月）

◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時

◆対　象　妊産婦・乳幼児

◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　３月 15 日（金）

　午後３時〜４時 30 分

◆内　容　妊娠・出産・育児期

に知っておきたい食べ物

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　３月 12 日（火）

　午前９時〜午後３時

◆内　容　管理栄養士、保健師

による個別相談

※予約が必要です。

◆日　時　３月 12 日（火）

　午前９時〜午後３時

◆対　象　40 歳未満

◆内　容　臨床心理士による個

　別・訪問相談（１人１時間程度）

※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
30
年
12
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
28
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
象
・
期
日

　
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ

３
月
７
日
（
木
）

　
平
成
29
年
９
月
生
ま
れ

４
月
４
日
（
木
）

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
14
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
正
午
か

ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
平
成
30
年
８
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
６
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

※
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

▼
対
　
象
　
生
後
３
か
月
以
上
の

乳
児
お
よ
び
７
歳
６
か
月
未
満

の
継
続
接
種
の
乳
幼
児

※
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
麻
し
ん
・
風
し
ん

▼
対
象
・
接
種
回
数

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
以
上
24

か
月
未
満
・
１
回

◆
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

▼
対
象
・
接
種
回
数

▽
１
歳
以
上
３
歳
未
満
・
２
回

※
接
種
日
（
指
定
日
）
の
５
日
前

ま
で
に
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
・

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

子どもの急な病気に困ったら、
まず電話を。医師や看護師が相
談に応じます。
▷利用時間　午後７時〜翌朝８

時（毎日）

※インターネットも利用でき
ます。

　http://kodomo-qq.jp/

小児救急電話相談
☎  ♯８０００

（０９５２ -２４ -２２００）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か
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験
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せ

四
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）

● 二種混合（ジフテリア・破傷風）
▷対　象　11 歳〜 13 歳未満
● 麻しん・風しん　第２期
▷対　象
　年長児（接種期限３月 31 日）
　平成 24 年４月２日〜

平成 25 年４月１日生まれ
● 日本脳炎
▷対　象
　第１期　３歳〜７歳６か月未満
　第２期　９歳〜 13 歳未満

※接種歴など不明な点は、健康づく
り課に問い合わせてください。

春休みに予防接種を
受けましょう

● 助成対象
　平成 31 年３月 31 日現在
　65・70・75・80・85・
　90・95・100 歳の人
● 接種回数　１回
● 接種期限　３月 31 日（日）
● 自己負担額　3,000 円
　（生活保護世帯の人は無料）
● 接種場所
　市内医療機関または伊万里有

田共立病院（詳しくは広報伊
万里10月号をご覧ください。）

　※事前に予約が必要です。

高齢者肺炎球菌の
　予防接種は
　　　済みましたか　４月の入園・入学・進級を前に、

予防接種の受け忘れはありませんか。
母子健康手帳を確認し、まだ済んで
いないものは早めに接種しましょう。

※過去に 23 価肺炎球菌ワクチ
ンの接種を受けたことがある
人は対象になりません。
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暮らしのチャンネル

冷蔵庫の使い方を見直そう
１年中休みなく働く冷蔵庫の省エネの工夫を紹介します。冷蔵庫の設定

温度を『強』から『中』にすれば、年間で電気使用量 61.72kWh の
省エネとなり、約 1,670 円の節約、二酸化炭素 31.6 ㎏の削減に
貢献できます。冷蔵庫内を整理して物を詰めすぎないようにしたり、不
必要な冷蔵・冷凍保存を減らしたり、新しい冷蔵庫に買い替えたりする
ことで、さらに省エネを図ることができます。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

３月の市民相談

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（13 日・27 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（７日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３水曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（５日・19日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（14 日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（15 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※正午〜午後
１時を除く

消費生活セ
ンター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（12 日・24 日）

午前９時〜午
後８時（12日）
午前９時〜午
後５時（24日）

税務課 税務課
㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（28 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※面談は要予約 月・水・金曜日 午前 ９ 時〜

午後４時
相談電話番号
㉒６７６３

72

『出会い系サイト』に気をつけて！

確定申告のこの時期は、市役所や税務署の職員を名乗って還付金があ
るように装い、お金を振り込ませる還付金詐欺が増加する傾向にあり
ます。「お金が返ってくるので、携帯電話を持ってＡＴ M に行くように」
という話は還付金詐欺です。このような電話がかかってきたら、また
少しでも不審なことがあれば、家族や警察、下記に相談してください。
● 相談先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
　　　　　消費者ホットライン（☎ １８８（いやや））
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/
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３月の行事

● 伊万里小学校コーラス部定期演奏会

　３日（日）午後１時 30 分開演

（☎ 080 ｰ 6468 ｰ 1480）

● 伊万里商業高等学校ブラスバンド部

　　定期演奏会

　17 日（日）午後２時開演

（☎㉓５１９１）

● 伊万里高等学校吹奏楽部定期演奏会

　24 日（日）午後２時開演

（☎㉓３１０１）

● 防火スケッチ展示〔展示コーナー〕

　１日（金）〜７日（木）

● 国際交流フェスティバル〔ホール〕

　２日（土）・３日（日）

● 一般上映会〔ホール〕

　14 日（木）・24 日（日）午後２時 30 分

　『遺体　ー 明日への十日間 ー』（105 分）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　17 日（日）午後２時 30 分

　『ウォルト・ディズニー制作の名作アニ

メ集！　〜フィガロとクレオ〜』

　子猫のフィガロ　ほか（75 分）

● 博水会水彩画作品展〔展示コーナー〕

　23 日（土）〜 31 日（日）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１
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この冊子は、１部当たり約 27 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

● 発行日／平成 31 年３月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／株式会社三光

平成 31 年２月１日現在
● 人口　55,050 人　 （−   33）
　　男　26,604 人　 （−     6）
　　女　28,446 人　 （−   27）
● 世帯　23,363 世帯（−     3）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

勢いをつけて
梅の種発射！

　
２
月
17
日
、
西
九
州
一
の
広
さ

を
誇
る
木
須
町
の
伊
万
里
梅
園 

藤

ノ
尾
で
、
伊
万
里
梅
ま
つ
り
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
産
量
県

内
一
の
梅
の
産
地
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多

く
の
人
に
梅
を
身
近
な
食
材
と
し

て
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
伊

万
里
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
の
日
は
、
梅
加
工
品
や

農
産
物
な
ど
の
直
売
の
ほ
か
、
小

学
生
に
よ
る
梅
の
学
習
発
表
や
梅

の
種
飛
ば
し
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
咲

き
誇
る
梅
の
花
の
中
、
訪
れ
た
多
く

の
人
た
ち
は
、
待
ち
望
ん
だ
春
の
訪

れ
を
感
じ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第16回

伊万里 梅まつり

たくさんの人でにぎわう梅加工品などの直売所

久原保育園による力強い
エイサーの演舞

梅にちなんだ寸劇で梅についての
学習成果を発表する牧島小の児童

梅
の
木
に
は
俳
句
の
短
冊
が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
し
た

演奏中のポーズがピタリと決まる
大川内保育園のせいら太鼓

　
私
が
広
報
伊
万
里
の
担
当
と
な
っ
て

早
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

休
日
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

取
材
も
多
く
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と

き
や
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
と
き
な
ど

は
、「
休
み
た
い
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る

の
も
本
音
。
し
か
し
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
い
ざ
取
材
に
出
向
い
て
み
る
と
、
そ

こ
に
は
必
ず
、
地
域
の
た
め
、
住
み
よ
い

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
実
り
あ
る
イ

ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
熱
意
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
内
容
も

す
ば
ら
し
く
、
取
材
者
の
立
場
だ
け
で

な
く
一
人
の
参
加
者
と
し
て
も
心
か
ら

楽
し
み
、
帰
り
に
は
「
来
て
良
か
っ
た
」

と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
本
紙
を
通
し
て

主
催
者
や
参
加
者
の
思
い
、
現
場
の
空

気
感
な
ど
を
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

に
も
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
な
が

ら
、編
集
作
業
に
勤い

そ

し
む
日
々
で
す
。（
祐
）
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